
   
   添付資料 2.1：ハオール地域河川システム 



 
 
 

添付資料.2.2「1998 年洪水時の浸水状況」 



添付資料 2.3：カリアジュリ地点における水位記録 
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カリアジュリ地点における主要洪水の水位ハイドログラフ 
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添付資料 2.6  ローカルコンサルタント一覧 

会社名 住所 
Development Design Consultants Ltd 23,New Eskaton Road 

Dhaka-1000 
Tel:833619,405477,841323 

Vitti Sthapati Brinda Ltd House No.2, Road No.7, 
Dhanmondi, Dhaka 
Tel:869566 

Bangladesh Consultants Ltd 34,Dhanmondi RA, Road No.16 
Dhaka- 1209 
Tel:813437,815018,815023 

Engineering and Architectural 
Consultant 

10,Dilkusha C/A Jiban Bina Tower 
Dhaka-1000 
Tel:9556106, 9125303 

Bkh Consulting Engineers Road No.99,House No.1 
Gulshan, Dhaka 
Tel:9121681 

Engineers and Consultants Bangladesh 
Ltd 

Road No.67,Road No.11/A 
Dhanmondi RA Dhaka-1209 

Development Planner and Consultants House No.37,Road No.4 
Dhanmondi R/A 
Dhaka 

SARM Associates Ltd 125A Motijiheel C/A 
Dhaka 

Engineering Science Ltd 48,Bijoynagar 
Dhaka-1000 
Tel:834562,835412 

Associate Consulting Enginners Ltd 333,Segun Bagicha 
Dhaka 
Tel: 835941,9330694 

Avanti Engineers and Associate Ltd House No.80, Satmasjid Road 
Dhanmondi, Dhaka 

Sheltech Consultants ltd House No.59/B, Road No. 16 
Dhanmondi R/A 
Dhaka-1209 

出典：LGED 
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添付資料 2.8 
本件無償事業要請と関連する他ドナー、NGO 等の事業内容 

 
 

世界銀行:  
Rural Transport Improvement Project 

 
1. 実施期間：2004-2009 
 
2. 対象地域：ダッカ州 6 県、チッタゴン州 3 県、ラジシャヒ州 8 県、シレット州 4 県

の計 21 県。うち、無償事業要請と重複するシレット州 2 県での世銀借款対象地域

は以下の通り。 
・Sunamganj 県：県内全 10 ウパジラ中 9 ウパジラ（Dharmapasha ウパジラ、Joysree 

ﾕﾆｵﾝ[UN]を含む) 
・Habigonj 県：県内全ウパジラ（8 ウパジラ）（Lakhai ウパジラを含む） 
 
3. 事業内容（以下の表は無償事業要請と重複する 2 県での重複コンポーネントについ

てのみ）：1 
コンポーネント 内容2 

ウパジラ（郡）道路(UZR)舗装 5 区間、総延長 84.60km 道路整備 
ユニオン（行政村）道路（UR）舗装 9 区間、総延長 45.14km

船着場整備 UZR や市場に直結する既存船着場の改善 5 ヶ所 
農村市場(Growth 
Center)整備 

既存市場(rural markets)のグレードアップ 20 ヶ所 

 
4. 事業費：事業費総額 255 百万ドル。うち世銀借款対象額 190 百万ドル。 
 

                                                  
1 情報出所：LGED の無償事業担当者提供資料及び世銀ウェブサイト。 
http://www-wds.worldbank.org/servlet/WDS_IBank_Servlet?pcont=details&eid=000012
009_20030529124557 
2事業全体での事業規模は次の通り：UZR 整備総延長 1,100km、UR 整備総延長 500km、

船着場改善 45 ヶ所、農村市場改善 150 箇所。 
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日本国際協力銀行（JBIC）： 
東部バングラデシュ農村インフラ整備事業（EBRIDP） 

 
1. 実施期間：2005-2008 
 
2. 対象地域：バングラデシュ東部の 9 県（チッタゴン州 5 県、シレット州全 4 県）。う

ち、無償事業要請と重複するシレット州 2 県での円借款対象地域は以下の通り。 
・Sunamganj 県：県内全ウパジラ（10 ウパジラ）(Joysree UN を含む) 
・Habigonj 県：県内全ウパジラ（8 ウパジラ）(Lakhai UN を含む) 
 
3. 事業内容（以下の表は無償事業要請と重複する 2 県での重複コンポーネントについ

てのみ）：3 
コンポーネント 内容 

ウパジラ（郡）道路 (UZR)舗装 18 区間 4、総延長

197.77km 
うち潜水道路 4 区間、総延長 45.47km 

道路整備 

ユニオン（行政村）道路 7 区間、総延長 30.00km 
船着場整備 UZR や市場に直結する既存船着場の改善 5 ヶ所 
農村市場 (Growth Center)整
備 

既存市場(rural markets)のグレードアップ 8 ヶ所 

 
4. 事業費： 

融資組織等 事業費（百万円） 
JBIC 11,345
GOB、地方政府等 4,022
合計 15,367
 
 

                                                  
3 情報出所：LGED の円借款事業担当プロジェクトマネジャー提供資料。 
4 事業全体（9 県）での UZR 整備全区間は合計 104 区間(出所：JBIC 事前評価表)。事前評

価表では他コンポーネントについての事業規模は示されていない。 
http://www.jbic.go.jp/japanese/oec/before/2004/pdf/bangladesh_01.pdf 
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アジア開発銀行（ADB）:  
Third Rural Infrastructure Project 

 
1. 実施期間：1997-2005 
 
2. 対象地域：バングラデシュ北部の 13 県（ラジシャヒ州北部 8 県、ダッカ州北部 5
県）。うち、無償事業要請（ハオール）と重複するダッカ州北部 2 県での対象地域は

以下の通り。 
・Kishoreganj 県：県内全 12 ウパジラ中 4 ウパジラ（Nikli ウパジラを含む）。 
・Netrokona 県：県内 9 ウパジラ中 3 ウパジラ（Khaliajuri ウパジラを含む）。 
 
3. 事業内容（以下の表は無償事業要請と重複する 2 県での重複コンポーネントについ

てのみ）：5 
コンポーネント 内容 

道路整備 ウパジラ（郡）道路(UZR)17 区間6の舗装、総延長

21.98km。うち潜水道路 10 区間、総延長 10.38km 
船着場整備 UZR や市場に直結する既存船着場の改善 15 ヶ所 
農村市場(Growth Center)整備 既存市場(rural markets)のグレードアップ 10 ヶ所 
 
4. 事業費： 
融資組織等 事業費（百万ドル） 
ADB 借款対象額 71.49
OECF/JBIC 52.84
IFAD 11.32
SIDA 7.20
GOB 35.76
地方政府 2.46
合計 181.07
 
5. 備考：本件事業は 99 年度円借款事業との協調融資であったが、円借款資金充当対象

はダッカ州北部 5 県での一般ウパジラ道路舗装と LGED/RDEC(Rural Development 
Engineering Center)建設のみ(OECF/JBIC での本事業の名称は「北部農村インフラ整

備事業」)。 

                                                  
5 情報出所：JBIC ダッカ事務所及び LGED 提供資料。 
6 事業全体での UZR 整備は 123 区間、総延長 1,238km。 
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日本海外経済協力基金（OECF）： 
北部農村インフラ整備事業 

 
1. 実施期間：1999-2005 
 
2. 対象地域：バングラデシュ北部の 5 県（ダッカ州北部 5 県）。うち、以下の地域が無

償事業要請（ハオール）と重複する。 
・ Kishoreganj 県  
・ Netrokona 県 
（ウパジラ名称等詳細は LGED から提供されなかった） 
 
3. 事業内容（以下の表は無償事業要請と重複する 2 県での重複コンポーネントについ

てのみ）：7 
コンポーネント 内容 

道路整備 ウパジラ（郡）道路(UZR)舗装 
（円借款が充当された道路区間の量及びについては ADB
事業と区分した情報が LGED から提供されなかった） 

 
4. 事業費： 

融資組織等 借款承諾額8（百万円）

OECF 6,593
 
5. 備考：本件事業は ADB 3rd RIDP との協調融資。 

                                                  
7 情報出所：LGED の円借款事業担当プロジェクトマネジャー提供資料、JBIC プレスリリ

ース。 
8 事業費の詳細について、プレスリリースには記載されていない。また、JBIC での事前評

価制度導入は 2001 年度承諾事業以降であり、99 年度承諾事業の本件について事前評価表

は作成されていない。 
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DFID: Chars Livelihood Programme 
 
1. 実施期間：2002-2010 
 
2. 対象地域：ジャムナ川のチャール地域5県（Kurigram, Jamalpur, Gaibandha, Bogra, 

Sirajganj）。チャール地域の全 166 ユニオン、全 25 ウパジラを対象とする予定9。 
 
3. 事業内容及び事業費10 

 
（約 101 億円）（￡1=201 円） 

                                                  
9 DFID Sep. 15, 2002, Annex 1 p.11 section 2.2.3.  
10 上掲表全体の出所は以下の DFID ウェブ Annex 1 p.39-40。アウトプット 1 のインフラ

整備詳細情報出所は Annex 2。
http://www.dfid.gov.uk/pubs/files/chars-livelihoods-prog.pdf 

金額
(￡ mil.)

ユニオン強化 0.7
ユニオン基金 3.4
ウパジラ（郡）基金（25ウパジラ） 2.0
極貧層保護（40万人） 4.0
・通信事業：通信中継機整備、ﾗｼﾞｶｾ500ヶ提供等 0.3
・運輸事業：R-2, R-3道路や船着場整備等 0.9
・災害管理：かさ上げ（家、集落、市場、避難所等） 1.3
・避難所、水・衛生：避難所整備、建築材料改善調査等 0.6
・環境管理システムの確立 0.3

13.8 ・Char Rural Development Academyセットアップ 0.3
生計強化1 4.0
生計強化2 1.0
自営業サービス1 0.5
自営業サービス2 0.6
金融支援 3.4

10.1 その他起業支援 0.6
社会動員 5.1
村民フォーラム支援基金 0.3
意識向上活動 0.4
社会防御能力向上 0.2
調査研究 0.3
競争入札研究基金 1.2
調査提供基金 0.5

8.8 モニタリング等 0.8
その他 予備費 2.1

監査・評価 0.5
3.0 プログラムマネジャー委託ポスト 0.4

小計 35.7
総計 （その他管理費等を含むDFID支援総額） 50.0

内容

アウトプット1：的
を絞ったインフラ整
備とサービス提供を
通じたチャール居住
者の脆弱性低減

(この項小計。以下同)

アウトプット2：
チャール居住貧困層
の生計維持と経済へ
の能動的参加

アウトプット3：
チャール居住貧困層
の地域政治･国政へ
の参加

コンポーネント
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CARE（USAID）：総合食糧安全保障事業(Integrated Food Security Program: IFSP)
の一部としての洪水共生事業(FPP) 

 
1. 実施期間：1999-2004 
 
2. 対象地域：コンポーネントごとに異なる（以下「3.」参照）。 
 
3. 事業内容： 

名称 内容 
ユニオンのインフラ整備事業

(BUILD: Building Union 
 Infrastructure for Local 
 Development) 

全国規模でのインフラ整備 
・農村道路、路肩強化植林、カルバート、橋梁 
・農村市場 
・Union Parishad Complex (ユニオン行政施設) 

洪 水 共 生 事 業 （ FPP: Flood 
Proofing Project） 
（詳細は次項参照） 

チャール及びハオール地域での洪水対策 
・構造物対策：土台かさあげ、避難所建設等 
・非構造物対策：保健・栄養、IGA 

都 市 貧 困 層 衛 生 改 善 事 業

(SHAHAR: Supporting 
 Household Activities for 
 Hygiene, Assets and Revenue) 

4 中核都市でのスラム住民対象の能力強化、保

健・栄養関連活動、生活インフラ整備等。 

災害管理事業（DMP: Disaster 
Management Project） 

災害関連研修（ローカル NGO、ユニオン災害管

理委員会、ユニオン行政メンバー等） 
 
4. 事業費 
2004 年度の同事業の予算は USD35,463,234 だった旨以下ウェブサイトに記載されて

いるが、総事業費や FPP 等サブプロジェクトごとの事業費規模は記載されていない。 
http://www.carebd.org/financial_info.html 
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CARE（USAID）：洪水共生事業(Flood Proofing Project: FPP) 
 
1. 実施期間：1999-2004 
2. 対象地域：チャール地域及びハオール地域の 944 村（いずれにも属さないマイメン

シン県での事業を含めた場合、1,033 村） 
3. 事業内容：11 
①構造物洪水対策 

活動内容 実績 活動内容 実績 
土台かさ上げ 23,329 ヶ所 トイレ建設 7,817 ヶ所

ソサイティセンター建設 47 ヶ所 農村市場改善 48 ヶ所 
多目的洪水避難シェルター建設 57 ヶ所 公共施設かさ上げ 402 ヶ所 
井戸（tube well）改善/掘削 1,696 ヶ所 法面保護 121 ヶ所 
RCC 擁壁 2 ヶ所 レンガ擁壁 多数 

②非構造物洪水対策 
活動内容 実績 

ローカル事業グループ活動：性別、階層、年齢等さまざまな村民

約 10 人から成るグループを結成し、研修受講後に各種活動に従事

した（擁壁建設、マウンド造成、道路整備、教育活動等）。 

1,033 村 
（ﾏｲﾒﾝｼﾝ県

を含む） 
母親クラブ：各村で約 20 人の母親から成るグループを結成し、母

子保健、栄養、育児に関する研修を受講した。また、母親の行う

野菜栽培、養魚等収入増加活動がグループを通じて支援された。

1,115 村の母

親 18,900 名

（ﾏｲﾒﾝｼﾝ県

を含む） 
児童フォーラム：8-12 歳の児童が洪水共生、健康、栄養等に関す

る研修を受講した。 
児 童 8,556
名 

パイロットコンポーネント： 
①地域密着型栄養プログラム：食事指導、発育モニタリング、就

学前保育、誕生・新生児体重の登録活動、母子保健、栄養不良児

童の保健施設へのレファラル、地域健康教育、移動クリニック、

母親学習セッション、健康・栄養サーベイランス船等。 
②子供主導の地域開発：8-14 歳の子供がソーシャルマッピングや

問題分析を通じて地域開発のありかたを考える活動。地域内の各

組織と連携し、児童婚の撤廃を提唱して成功した地域もあった。

（記載なし）

 
                                                  

11 情報出所：RCC 擁壁に関する情報は LGED 提供。レンガ擁壁が多数であることは CARE
ダッカ事務所 Boeren 氏口頭情報。他情報は IFSP Final Evaluation Report (Jun. 2, 2004), 
p.16 と CARE ｳｪﾌﾞｻｲﾄ http://www.careusa.org/careswork/projects/BGD058.asp。 
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CARE（USAID）：友愛事業(Strengthening Household Ability to Respond to 
Development Opportunities：SHOUHARDO[ベンガル語で“友愛”]) 

 
1. 実施期間：2004-2009 
 
2. 対象地域：チャール地域 (Nilphamari, Lalmonirhat, Rangpur, Kurigram, 

Gaibandha, Bogra, Jamalpur, Tangail, Sirajganj, Sherpur, Pabna)、ハオール地域 
(Sunamganj, Habiganj, Kishoreganj, Netrokona) 、南部沿岸部 (Chittagong, 
Noakhali, Cox's Bazar).の計 18 県 

 
3. 事業内容：12 

本事業は 99-2004 年に実施された食料安全保障事業（IFSP）の後継事業で、上位目

標（overall goal）は「慢性的・一時的な飢えの不安を持続的に解消すること」とされ

ている。事業目的としては以下の 4 点が挙げられており、洪水関連は第 4 点である。 
① 生計能力強化、行政サービス提供者の質向上等により弱者世帯が食料へのアクセス

を改善すること。 
② 事業参加者が健康と栄養状態を持続的に改善すること 
③ 弱者世帯の 40 万女性と女子がエンパワーされること。 
④ 対象地域と対象組織が自然災害への対応能力、ミティゲーション能力を高めること。 
 
4.備考 
活動内容は別添 x 面談記録によると「ソフト投入重点化」とのことで、事業の実施方針

はウェブサイトでは以下の通りである。このうち、洪水の関係では④と⑤が注目される。 
① コミュニティに認定された極貧層の重点化 
② コミュニティ主導のプロセス 
③ 既存グループと組織の優先 
④ ハードウェアよりもソフトウェア 
⑤ 伝統的知識の活用 
⑥ 真に総合的な取り組み 
⑦ 他組織が行かない地域での取り組み 
⑧ ジェンダー平等な事業実施 
⑨ 人権重視の事業実施 
⑩ 環境モニタリング 

                                                  

12 情報出所：CARE ｳｪﾌﾞｻｲﾄ http://www.carebd.org/project_dtls.php?pid=37 
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CONCERN: Disaster Preparedness Programme 
 
 

1. 実施期間：1999 年～ 
 
2. 対象地域：バングラデシュ全土。13 
 
3. 事業内容：14 
①地方組織の能力強化 
・ 技術移転 
・ マネジメント支援 
・ ネットワーキングとアドボカシー 
・ 災害対応計画の立案 
②地方政府の能力強化 
・ 研修 
・ 災害対応計画の立案 
・ 意識向上キャンペーンの支援 
③適正技術での災害復興 
・ 災害頻発地区での植栽 
・ かさ上げされた避難所の整備 
・ 家屋用土地の整備と井戸整備 
・ 改良かまど 

 
 
 
 
 

                                                  
13 事項脚注文書の p.4 地図によると、活動箇所はバングラデシュ全 6 州にわたっている。 

14 情報出所:Development Strategies for Disaster Preparedness: Bangladesh (Concern, 
2004) 
http://www.concern.net/docs/casestudies/DSDP%20Case%20Study%20-%20Final,%
20181104.pdf 
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OXFAM: River Basin Programme (RBP) 
 

1. 実施期間：1999 年～15 
 
2. 対象地域：ブラマプトラ/ガンジス川流域のネパール、東北インド、バングラデシュ。

バングラデシュで無償要請と重複する地域としては、チャール地域 4 県（Kurigram, 
Jamalpur, Gaibandha, Sirajganj）の計 11UP で活動している。16 

 
3. 事業内容17 
① 集落のかさ上げ（64 ヶ所） 
② 避難所建設（19 ヶ所） 
③ 家屋かさ上げ（8,270 ヶ所） 
④ 災害対応委員会の設立（267 ヶ所での設立） 
⑤ 救援ボートの提供（33 艘） 
⑥ ラジオの提供（205 ヶの提供。1 ヶあたり 300 世帯の受益） 

 
 
 
 
 
 

                                                  
15 情報出所：British Red Cross Society, 2000-1, “NGO Initiatives in Risk Reduction: 
Case Study no. 10: Disaster mitigation at regional level” 
http://www.redcross.org.uk/uploads/documents/riskred10.pdf  
16 情報出所：開調報告書 Annex F・Figure 1.1. 
17 情報出所：OXFAM ウェブサイト 
http://www.oxfam.org.uk/what_we_do/where_we_work/bangladesh/emergency/river
basin/index.htm 
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JICA：洪水共生事業(Flood Proofing Project: FPP)パイロット（参考） 
 
1. 実施期間：2003 年～（GOB 負担のソフト投入は現在も実施中だが JICA 資金充当

分は 2004 年で完了） 
 
2. 対象地域： 
・チャール地域 Gaibandha 県 Fulchari ウパジラ Elendabari ユニオン Algor Char 村 
・ハオール地域 Kishoregonj 県 Nikli ウパジラ Gurai ユニオン Gurai 村 
 
3. 事業内容及び事業費：18 
① チャール地域                           （万 Tk） 

コンポーネント GOB JICA 合計

アルガルチャール小学校避難所連絡道路のかさ上げ・拡幅(445m） 70 7 77
同道路のボックスカルバート整備 160 0 160
同校の避難所 1m かさ上げ 0 33 33
合計 230 40 270
 
②ハオール地域                           （万 Tk） 

コンポーネント GOB JICA 受益者* 合計 
グライ村住民によるレンガ擁壁建設(38m) 0.4 35.2 0.2 35.8
井戸整備 7 ヶ所（新設 3、土台かさ上げ 4） 0.1 4.2 0.2 4.5
貧困層へのスキルトレーニング（25 人） 4.4 0 0 4.4
受講者 24 人へのﾏｲｸﾛｸﾚｼﾞｯﾄ供与（各 5 千 Tk） 12.0 0 0 12.0
合計 16.9 39.4 0.4 56.7
*受益者負担はレンガ擁壁の掘削作業（73.67m3）と既存井戸の土台かさ上げ（35.84 m3）

の労務を事業費に計上したもの。 
 
 

                                                  
18 情報出所：LGED 派遣 JICA 長期専門家上潟口氏作成のペーパー及び LGED の 2005 年

9 月 12 日プレゼンテーション資料。 
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